
枚方市 PTA 協議会活動報告書 

平成３０年３月２４日 

活 

動 

名 

作家・川端裕人さんを招いての勉強会 

『ＰＴＡ！そこまで言って委員会』 

（提案者）総務委員会 

実施 

日時 

平成３０年３月２４日（土） 

13:30-16:00 

場

所 

メセナ 

ひらかた会館 

出席 

人数 

各単位ＰＴＡ会長、副会長、本部役員（今年度および次年度） 

市ＰＴＡ協議会実行委員   合計約１０７名 

 

目 

 

的 

 

ＰＴＡ活動を取り巻く環境の変化、意識の変化を改めて認識し、単位ＰＴＡへの問題提起を 

目的とする。 

 １．任意加入問題への取組のメリット、デメリット 

 ２．個人情報保護法改正への対応 

 ３．コミュニティスクールなど、組織再編の可能性への準備 

予 

算 

 

約８万４７２４円 

内訳 講師料 ５万４０００円 

   交通費 ２万８６７２円  手土産 ２０５２円 
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＜背 景＞ 

近年、いわゆる任意加入問題がメディアで様々に取り上げられ、枚方市内ＰＴＡにおいても 

複数の事例が起きており、今後も増加していくと予想される。 

また、本年度には個人情報保護法の改正があり、ＰＴＡも規制の対象となったことから、 

名簿や行事、指名活動に関連して個人情報の取り扱いについて会員の「承諾」が必要となり、 

良くも悪くもＰＴＡ活動が個々の会員の注目が高まると予想される。 

さらに、枚方市では来年度にもコミュニティスクールが試行される。コミュニティによっては

ＰＴＡの立ち位置、役割が変化する可能性もある。 

 

＜内 容＞ 

ＰＴＡ問題を自ら経験し、著書を複数出版されている作家の川端裕人さんを講師にお招きし、

単位ＰＴＡ会長や副会長並びに市Ｐ実行委員メンバーを対象に、ＰＴＡ活動の問題点を改めて再

認識し、問題意識の共有化を図った。 

また、各単位ＰＴＡにおいての活動方法、継続方法、地域との関わり方、情報管理方法などが、

それぞれ異なることから、市Ｐとして、単一の方向性を示すのではなく、この勉強会を通じて、

各単位ＰＴＡに持ち帰り、独自に工夫検討してもらうきっかけにしてもらった。次年度の単位Ｐ

ＴＡ会長等役員にも機会を提供し、活動の参考にしてもらった。 

 

＜川端裕人さんについて＞ 

１０年以上前から数年に渡り、実際にＰＴＡ活動に関わり、ＰＴＡ活動の問題点を、インター

ネット、新聞、著書などで問題提起をされてきた。強制的なＰＴＡ活動に警鐘を鳴らし、ＰＴＡ

の必要性を認め、新たな形の提案をされている。 
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＜活動結果＞ 

 川端様の講演会は、ご自身の貴重な経験から、ＰＴＡとしての立場、保護者としての立場と

色々な視点からの講演内容となり、非常に分かりやすく、参加された皆さんも大変興味深く話を

聞いていた。 

 講演会のあと、パネルディスカッション形式でこれからのＰＴＡ活動のあり方について意見交

換をおこなった。単位ＰＴＡ会長や本部役員からも活発な意見が飛び交い、大変有意義な場とな

った。 

 

＜アンケート結果＞ 

 １．本部役員を引き受けた理由 

   ・指名委員に推薦されて（２５％） 

   ・立候補（１７％） 

   ・本部役員になると１回で済むから（１５％） 

  ※少数意見 

   ・子どもの活動に関われるから 

・前役員が楽しそうにしていたから 

・地域貢献のため 

   ・友達と一緒だから 

   ・抽選で選ばれたから 

   ・興味があったから 

 

 ２．今回の勉強会に対してのご感想 

   ・単Ｐの活動の役に立つ内容だった 

   ・大変興味深く勉強になった 

   ・ＰＴＡがなぜ必要なのか、少し分かった 

   ・難しい問題があることが分かった 

   ・入会拒否をされたときの対応が難しいと感じた 

   ・根気よく活動内容などを説明していくことが必要だと感じた 

   ・問題が山積みで、これから活動を始めるという時に不安でしかない 

   ・大変参考になったが、求める答えを得られなかった 

 

 ３．今後どのような勉強会、講演会に参加したいか 

   ・ＰＴＡのスリム化について 

   ・コミュニティスクールについて 

   ・ＰＴＡ活動に必要なこと、不要なこと 

   ・選出問題の解決方法について 

   ・任意加入と退会について成功されている学校のやり方について 

   ・今回のテーマを発展的に継続してほしい 

   ・地域交流を目的とした小学校、中学校の交流会 

 

 


